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は四万十川だけになって

しまいました。長良川は

河口堰を作ってしまった

ために鵬が死んでしまい

ました．
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鴬蕩講演概要
て、「女の子は壷

くあれ、男の子は健康であれｊということを言っ

てきました。日本では夜中に酔っぱらって帰って

きても、女性が一人で帰ってきても安心してでき

る治安の良さがあります。世界ではとても考えら

れないことです。

酒'八
毛七・、勺

、

椎名さんの話はグローバルな視点から日本の実状

を見ていました。大きな福野がいつも必要という

ことを教えてくれました。

世界を旅する椎

名誠さん

メコン川（４２００ｋ

ｍ）で遊墓子どもたちは

目がキラキラ輝いている

ことが特徴でした。女の

子は水くみ、房の子は焦

取りをして家の手伝いを

する。これが当たり前に

なっています。そこが日

全一｡ 函勺

を当て、世界の中での頁本の位置を気づかせてく

れる内容でした．

最後に「死ｊといことについて多世代の人が考

えています。自死する人が３万にいる国です。こ

れは異常なことです。みんながだまされていると

思います。大人たちが命がけで子どもたちを守っ

ていくことが大事です。

まず、トイレの話からでした。インドと日本の

違いはまず、ウオシニレットのトイレが日本では

当たり前になっていることを強請して．i,鴬ました。

明日行くべきトイレがある人は日本では、当たり

前なのにインドでは９３％の人が雛そこら”でやっ

ていると行っていました。インドのカースト制度

にも離れていました。職業選択のない国という部

分は、日本人りこは室懲できない部分です。

椎名さんの講演

は、世界の基準と

日本の基準の違い

に大きくスポット

『地球が１００ｃｍの玉だったら」という本を

読んで考えさせられたことはこの本で行けば、大

気霞は１ｍｍしかない、その中で生きていること

を亀つと考えるべきだということです。

また、水のきれいな国として日本は特筆できる

国でもあります。７割の森林に覆われ、周りは海

という条件の中で、急峻な川が３万５千本あると

いう話です。しかし、高度成長の中で川をいじくっ

てしまい、ダムのない川



(山梨県６０代女性）
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，川の話、回虫、サナダ虫の話、びっくり

でした。メコン川に行けば、アトピーで苦

しんでいる子が救われるかもという話もびっ

くりでした．楽しかったです。

（長野県４０代）

。楽しいお話でした。一言一言に重みがあ

ります。ご経験されたことを人に伝えると

いう作業をしっかりと行われている椎名さ

ん。ありがとうございました．
（祥奈川県３０代）

。うわさの高校生フニスティバルは、健

在だ震と思いました。みんなで踊る姿が

生き生きとしていてとてもよかったです。

（兵庫県６０代女‘性）

・初めて見せていただきました。若さあ

ふれる演技に見ほれてしまいました。

（三重県５０代）

。すばらしい群舞だった。若者は希望だ

思わせてくれた。特に男子生徒が輝いてい

。「すばらしい！！」『すごい１１」の一

言です。子どもたちと合唱園の融合、調和、

本当に見事でした。〈埼玉県５０代男性）

。よかった。すごい迫力だった。全編しっ

かり筒きたかったです．いつ開いても泣け
るのです。本当に戦争#ま、愚かな行為です。

（愛知県〉

・拳争を生き抜いたゾウと、守り抜いた園

長さんに感動。子どものまっすぐな気持ち
がすごくよかった。大人の合唱も美しい。

２回の練雪と猿思えない一体感でした。
（静岡県５０代）


